
誰でも使える標準I/Fを目指して 

IVI公開シンポジウム2017-Spring- 

標準I/Fによるサプライチェーンの
CPS実現（出荷物流） 

主査企業：（株）東芝 

参加企業：日本精工（株），東芝ロジスティクス（株） 
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現状課題 

港指定 
倉庫到着 

通関 
開始 

通関 
完了 

出港済 
船上 
機上 

入港済 
通関 
開始 

通関 
完了 

保税倉
庫搬出 

港出荷 
荷受人 
倉庫着 

材料倉
庫入荷 

製造 
製品倉
庫入荷 

製品倉
庫出荷 

船社 積地港 着地港 着地倉庫 最終顧客 輸出港CY 輸入港CY 工場 

出荷物流 構内物流 

物流側見える化サービス 

個別I/F 標準I/F 

個装箱 

個品部品 

輸送容器 

輸送単位 

生産側識別子 物流側識別子 

調達オーダ 
製造オーダ 

輸送オーダ 
インボイス 

【現状課題】 

生産側識別子と 

物流側識別子が 

紐づけられない 

（企業別に解決） 

【解決手段】 

相互の紐付けができる 

標準を定義する 

生産管理 
システム 

サプライチェーンを一貫して可視化できない 
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生産側 物流サービス側 

垂直統合
系列会社
クローズ 

EDI EDI 
標準 

ＥＤＩ基盤が標準のデータを出力 

現状課題 

• 垂直統合された系列会社の中で閉じられた個別の
EDI基盤に対して標準的なI/Fが定義されている 

• 広く一般的に使える標準としては定義されていない 
• 標準とされているEDIFACTは一般的に使うには難解
である 

前述課題を解決した企業は？ 

垂直統合された系列でしか可視化できない 
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目指す姿 

港指定 
倉庫到着 

通関 
開始 

通関 
完了 

出港済 
船上 
機上 

入港済 
通関 
開始 

通関 
完了 

保税倉
庫搬出 

港出荷 
荷受人 
倉庫着 

材料倉
庫入荷 

製造 
製品倉
庫入荷 

製品倉
庫出荷 

船社 積地港 着地港 着地倉庫 最終顧客 輸出港CY 輸入港CY 工場 

出荷物流 構内物流 

物流IoTプラットフォーム 
輸送貨物のトレース・グローバル在庫の可視化 
複数識別子によるメーカ側・物流側の視点に対応 

標準I/F 標準I/F 

個別製品の 
輸送進捗情報 

キメ細かいサービス 
あの製品は今どこ？ 
いつ届く？ 
送り先急遽変更！ 

ストックポイントの 
詳細在庫情報 

戦略的GSCM 
最適な在庫配置計画 
最小のロジコスト 

個別製品の 
トレーサビリティ 

迅速なトラブル対応 
製造履歴と輸送履歴紐付け 
在庫の個別追跡 

誰でも、安く、早く 
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目指す姿を実現するために 

港指定 
倉庫到着 

通関 
開始 

通関 
完了 

出港済 
船上 
機上 

入港済 
通関 
開始 

通関 
完了 

保税倉
庫搬出 

港出荷 
荷受人 
倉庫着 

材料倉
庫入荷 

製造 
製品倉
庫入荷 

製品倉
庫出荷 

船社 積地港 着地港 着地倉庫 最終顧客 輸出港CY 輸入港CY 工場 

出荷物流 構内物流 

標準I/F 
EDIFACT 

標準（EDIFACT）対応で生産と連携し 
サプライチェーンを可視化するサービス 

欧州は積極導入 

東芝ロジスティクス(株） 
ロジ見える化サービス 

標準定義が 
不十分 

安いツールが 
存在しない 

EDIFACT標準仕様定義 
CSV仕様定義 
CSV→EDIFACT変換ツール開発 
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実証実験シナリオ 

生産物流が連携した見える化によって貨物トラッキングができる 

入力：日本精工の 
    EDIFACTデータ 

出力：東芝ロジスティクスの 
    ロジ見える化サービス 

日本側 
部品工場 

米国側 
組立工場 



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative 7 

AS-IS 生産と物流情報が連携できない 
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TO-BE 生産と物流情報が連携される 

Data 

Order information 

Shipping 

manager 

Overseas plant (sender) 

Labeling 

Product (value) 

データ 

Tracking 

information 

Salesperson 

Seller (Receiver) 

Labeling 

Product (value) 

EDIFACT 

Production control 

(Receiving after 

 inspection) 

(IoT) 

Toshiba 

Data Warehouse of 

Logistics 

Logistics 

(Distributer) 

Labeling 

Product (value) 

(IoT) 

EDIFACT 

Shipping  

information 

SC manager 

Sales 

plan 
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TO-BE 生産と物流情報が連携される 
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実証実験の結果と成果 

CSV→EDIFACT変換の様子 

• ユーザ企業（生産側）がインボイスとパッキングリスト
のCSVデータを出力し，標準I/F（EDIFACT）を使
ってサプライチェーンのCPSを実現，生産と物流を連携
させた可視化が実現できた 

• ユーザが広く活用できる仕様を定義した 
• CSV→EDIFACT変換ツールが完成した 
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今後の課題 

• 欧州ではEDIFACTがあたりまえ 
• 日本では一般的にEDIFACT対応を明示する
物流企業が少ない 

• EDIFACTデータを出力できるモノづくり企業が
少ない→本WG成果を活用していただきたい 

• 中小企業を含めた一般モノづくり企業と物流企
業が連携した活動にしなければならない 
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ご清聴ありがとうございました． 


